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建
築
物
は
長
期
間
使
用
す
る
も
の
で

す
。
消
費
者
と
は
言
え
、
建
物
を
構
成
す

る
骨
組
み
の
役
割
や
架
構
の
特
徴
を
把

握
す
れ
ば
、
将
来
に
渡
り
安
全
で
安
心
か

つ
利
用
効
率
の
高
い
建
物
造
り
、
入
手
が

で
き
る
は
ず
で
す
。 

そ
こ
で
本
題
の
前
に
先
ず
、
幾
つ
か
基
本

用
語
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。 

「
骨
組
み
」
と
は
？ 

建
築
に
詳
し
く
な
く
て
も
梁
（
は
り
）
、

柱
、
壁
、
ブ
レ
ー
ス
（
筋
交
い
：
ス
ジ
カ

イ
）
と
い
う
用
語
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
建
物
を
構
成
す
る

主
た
る
構
造
部
材
の
た
め
「
主
架
構
」
と

も
呼
び
ま
す
。 

「
梁
」
は
、
主
に
水
平
面
（
斜
め
方
向
も

あ
る
）
に
配
置
さ
れ
、
上
部
か
ら
の
荷
重

を
支
え
、
柱
同
士
を
つ
な
ぐ
部
材
で
す
。

梁
に
は
柱
と
柱
が
支
え
る
「
大
梁
」
、
大

梁
と
大
梁
が
支
え
る
「
小
梁
」
、
小
梁
と

小
梁
や
大
梁
と
小
梁
が
支
え
る
「
孫
梁
」、

屋
根
を
支
え
る
「
小
屋
梁
」
、
床
を
支
え

る
「
床
梁
」
、
大
梁
で
囲
ま
れ
た
４
隅
に
45

度
方
向
に
配
置
す
る
「
火
打
梁
（
ひ
う
ち

ば
り
）
」
な
ど
、
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。 

い
ず
れ
も
自
重
、
雪
、
暴
風
、
地
震
な
ど

に
伴
い
生
じ
る
様
々
な
力
を
各
所
に
分

散
し
、
揺
れ
や
変
形
を
緩
和
、
倒
壊
を
防

ぐ
た
め
の
重
要
な
構
造
部
材
で
す
。 

「
柱
」
は
、
垂
直
方
向
に
配
置
さ
れ
る
部

材
で
、
屋
根
や
床
な
ど
に
作
用
す
る
荷
重

を
順
次
下
層
に
伝
達
す
る
た
め
に
配
置

さ
れ
、
暴
風
や
地
震
の
際
に
は
揺
れ
や
変

形
に
も
抵
抗
し
ま
す
。 

柱
に
は
柱
と
柱
の
間
に
配
置
さ
れ
る
「
間

柱
」
も
あ
り
ま
す
が
、
間
柱
は
上
階
か
ら

の
荷
重
を
支
え
る
よ
り
、
壁
を
面
と
し
て

構
成
さ
せ
る
た
め
の
下
地
材
で
、
壁
面
が

受
け
る
風
圧
力
な
ど
を
上
階
お
よ
び
下

階
の
梁
に
伝
達
さ
せ
る
た
め
に
設
け
ま

す
。 

「
壁
」
は
、
建
物
の
外
回
り
に
配
置
さ
れ

る
「
外
壁
」
と
、
内
部
の
室
と
室
を
仕
切

る
「
間
仕
切
り
壁
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
暴
風
や
地
震
に
よ
る
水
平
方
向
の

力
に
抵
抗
す
る
べ
く
構
造
用
合
板
を
張

っ
た
り
ブ
レ
ー
ス
（
筋
交
い
）
を
入
れ
た

壁
を
「
耐
力
壁
」
や
「
耐
震
壁
」
と
呼
び

ま
す
。 

一
方
、
耐
震
性
に
も
上
階
か
ら
の
荷
重
に

も
関
係
し
な
い
、
単
に
室
と
室
と
を
区
画

す
る
だ
け
の
壁
も
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
専
門
的
に
な
り
ま
す
が
、
梁
、

柱
、
壁
に
は
色
々
な
外
力
が
作
用
し
ま
す
。

自
身
の
重
さ
で
あ
る
「
自
重
」
、
人
や
家

具
に
よ
る
「
積
載
荷
重
」
、
自
然
現
象
に

伴
う
「
積
雪
荷
重
」
、
「
風
荷
重
（
主
に

台
風
）
」
、
「
地
震
荷
重
」
、
そ
の
他
、

「
水
圧
」
や
「
土
圧
」
な
ど
に
よ
り
各
部

材
に
は
次
の
３
種
類
の
力
（
「
応
力
」
と

呼
び
ま
す
）
が
生
じ
ま
す
。 

 

① 

曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
・
・
・
部
材
を
ね

じ
っ
た
り
、
折
り
曲
げ
よ
う
と
す
る

力
で
、
部
材
の
断
面
形
状
、
サ
イ
ズ

を
決
定
す
る
際
に
支
配
的
に
な
る
応

力
で
す
。
多
く
は
解
析
が
難
し
く
、

応
力
状
態
を
単
純
明
快
に
す
る
た
め
、

曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
が
生
じ
な
い
接
合

に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

地
震
力
を
負
担
し
な
く
て
よ
い
小
梁

な
ど
の
二
次
部
材
に
は
「
ピ
ン
接
合
」

と
言
っ
て
、
前
後
に
開
閉
す
る
ド
ア

の
取
付
け
金
具
（
蝶
番
）
の
よ
う
に

回
転
し
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
固
定
さ

れ
て
い
る
接
合
方
法
を
用
い
ま
す
。 
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曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
が
作
用
し
な
い
と
、

接
合
部
の
構
造
が
単
純
か
つ
大
き
な

力
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

② 

軸
方
向
力
・
・
・
部
材
を
引
っ
張
り
ま

た
は
圧
縮
す
る
力
。 

③ 

せ
ん
断
力
・
・
・
ハ
サ
ミ
の
刃
と
刃
が

擦
れ
合
い
モ
ノ
を
切
る
原
理
で
、
相

反
す
る
方
向
に
並
行
作
用
す
る
力
。 

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
以
下
、
架
構
形
式
別
の
特

徴
や
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

● 

ラ
ー
メ
ン
架
構
（R

ah
m

en

） 

食
べ
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
ド
イ
ツ
語

で
「
枠
」
や
「
額
縁
」
な
ど
を
意
味
す
る

そ
う
で
す
。
長
方
形
に
組
ま
れ
た
梁
と
柱

の
各
接
合
部
分
（
角
部
）
を
剛
接
合
（
異

種
構
造
部
材
を
堅
固
に
一
体
化
）
し
た
構

造
で
、
近
代
建
築
に
お
い
て
最
も
一
般
的

な
架
構
形
式
で
す
。 

外
力
に
よ
り
生
じ
る
応
力
は
ス
ム
ー
ズ

に
他
の
部
材
に
再
配
分
・
分
散
さ
せ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
に
梁
ま
た

は
柱
（
「
母
材
」
と
呼
び
ま
す
）
よ
り
先

に
接
合
部
が
破
壊
さ
れ
な
い
よ
う
剛
強

に
接
合
す
る
こ
と
が
必
須
条
件
に
な
り

ま
す
。 

低
層
か
ら
高
層
建
築
物
ま
で
、
鉄
骨
造
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
に
万
遍
な
く
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。 

メ
リ
ッ
ト
は
、
ブ
レ
ー
ス
や
耐
震
壁

（
後
述
）
が
不
要
で
、
梁
と
柱
の
太
さ
・

形
状
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
切
り

壁
の
な
い
大
空
間
を
作
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
間
取
り
も
自
由
自
在
で
す
。 

将
来
、
改
装
な
ど
を
す
る
際
、
そ
の
自
由

度
が
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

構
造
設
計
者
に
と
っ
て
は
応
力
の
伝
達

が
明
快
で
分
か
り
易
い
上
、
大
地
震
な
ど

で
大
き
な
変
形
を
起
こ
し
て
も
粘
り
強

く
抵
抗
、
か
つ
、
一
部
に
破
壊
が
生
じ
て

も
応
力
の
再
分
配
が
行
わ
れ
、
崩
壊
し
難

く
、
安
全
性
が
高
い
架
構
形
式
で
す
。 

デ
メ
リ
ッ
ト
は
室
内
に
梁
や
柱
に
よ

る
凹
凸
が
出
来
る
た
め
、
家
具
や
備
品
を

置
く
際
、
邪
魔
に
な
り
ま
す
。 

最
近
は
ア
ウ
タ
ー
フ
レ
ー
ム
工
法
な

ど
と
称
し
、
室
内
側
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
、

梁
や
柱
を
外
側
に
露
出
さ
せ
る
工
法
も

あ
り
ま
す
が
、
雨
仕
舞
な
ど
の
問
題
を
解

決
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

● 

壁
式
構
造 

震
災
レ
ベ
ル
の
地
震
に
強
い
構
造
形

式
で
、
ラ
ー
メ
ン
構
造
と
違
い
、
梁
や
柱

を
使
用
せ
ず
、
床
と
壁
を
接
合
し
て
い
く

構
造
で
、
木
造
・
枠
組
み
壁
工
法
（
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
）
は
、
こ
の
部
類

に
属
し
ま
す
。 

 

主
に
住
宅
や
中
層
建
て
ま
で
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

メ
リ
ッ
ト
は
室
内
に
柱
に
よ
る
凹
凸

が
な
く
、
ス
ッ
キ
リ
と
家
具
な
ど
を
置
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
建
物
に
加
わ
る
外
力

を
壁
、
床
、
天
井
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
合

う
構
造
の
た
め
、
間
取
り
や
開
口
位
置
と

大
き
さ
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
将
来
、
改
装

な
ど
を
す
る
際
、
構
造
体
に
は
ほ
と
ん
ど

手
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

大
空
間
も
苦
手
で
す
。 

そ
し
て
壁
、
床
、
天
井
、
そ
れ
ぞ
れ
の

面
材
が
構
造
体
の
た
め
、
そ
れ
ら
は
一
定

程
度
の
厚
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
反

面
、
防
音
性
能
や
断
熱
性
能
を
高
め
る
こ

と
も
可
能
で
す
。 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
は
５
階
建
て

程
度
が
限
界
と
思
わ
れ
、
１
層
の
階
の
高

さ
制
限
も
あ
り
ま
す
。 

● 

耐
震
壁
付
き
ラ
ー
メ
ン
架
構 

ラ
ー
メ
ン
架
構
で
あ
り
な
が
ら
、
一
部

に
壁
を
設
け
た
も
の
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

築
で
よ
く
見
掛
け
ま
す
。 

平
面
が
羊
羹
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、
南

面
は
大
き
な
窓
、
北
面
は
窓
や
玄
関
の
開

口
に
よ
り
耐
震
性
の
高
い
壁
が
設
け
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
ラ
ー
メ
ン
架
構
と
し
、

南
北
方
向
の
隣
戸
間
は
開
口
が
不
要
な

た
め
、
耐
震
性
の
高
い
壁
式
構
造
（
耐
震

壁
付
き
ラ
ー
メ
ン
架
構
）
と
し
ま
す
。 

構
造
設
計
者
に
と
っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン

北
面
（
廊
下
側
）
に
設
け
ら
れ
る
窓
や
ド

ア
開
口
、
腰
壁
や
下
が
り
壁
、
柱
際
の
袖

壁
な
ど
は
悩
み
の
種
、
解
析
が
極
端
に
複

雑
に
な
り
ま
す
。
柱
側
面
の
壁
に
「
ス
リ

ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
構
造
上
の
隙
間
を
設

け
ま
す
が
、
雨
水
の
侵
入
や
ら
大
地
震
時

は
壁
に
変
形
や
破
壊
を
生
じ
、
窓
や
ド
ア

が
開
か
な
く
な
る
リ
ス
ク
も
伴
い
ま
す
。 

木造壁式構造（枠組壁工法） 
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● 

ブ
レ
ー
ス
架
構 

 
日
本
伝
統
の
木
造
在
来
軸
組
工
法

（
梁
・
柱
・
壁
・
筋
交
い
で
構
成
）
が

典
型
で
す
。 

 

低
層
の
鉄
骨
造
、
大
ス
パ
ン
の
工
場
や
倉

庫
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ
、
高
層
建
築
物

で
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

梁
と
柱
で
構
成
さ
れ
た
長
方
形
枠
組

み
の
内
側
に
対
角
同
士
を
結
ぶ
ブ
レ
ー

ス
材
（
筋
交
い
）
と
呼
ば
れ
る
斜
め
材
を

設
け
三
角
形
を
構
成
、
暴
風
や
地
震
に
よ

る
水
平
方
向
の
力
に
抵
抗
す
る
架
構
形

式
で
す
。 

梁
と
柱
、
そ
の
交
点
に
接
合
さ
れ
る
ブ
レ

ー
ス
材
の
端
部
は
ピ
ン
接
合
と
し
ま
す
。 

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
も
壁
式
構

造
と
同
様
で
す
。 

構
造
的
に
は
ブ
レ
ー
ス
に
作
用
す
る

応
力
要
素
は
軸
方
向
力
だ
け
で
曲
げ
モ

ー
メ
ン
ト
を
負
担
し
な
い
分
、
大
き
な
応

力
が
負
担
で
き
る
こ
と
か
ら
、
合
理
的
な

架
構
方
式
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

● 

ト
ラ
ス
構
造 

弦
材
・
束
材
（
梁
や
柱
の
よ
う
な
も
の
）

と
斜
材
に
よ
り
三
角
形
を
構
成
、
そ
れ
を

複
数
組
み
合
わ
せ
た
構
造
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
結
合
部
は
主
に
ボ
ル
ト
や
ピ
ン
で
接

合
さ
れ
ま
す
。
東
京
タ
ワ
ー
や
送
電
鉄
塔

も
ト
ラ
ス
構
造
で
す
が
、
土
木
や
一
般
建

築
で
は
支
持
点
間
（
柱
間
隔
）
が
大
き
く

取
れ
る
た
め
、
橋
梁
、
鉄
道
の
架
線
を
吊

る
す
梁
材
、
工
場
や
倉
庫
に
多
く
用
い
ら

れ
、
柱
の
な
い
大
空
間
が
必
要
な
商
業
施

設
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。  

ブ
レ
ー
ス
架
構
同
様
、
応
力
要
素
が
軸

方
向
力
だ
け
の
た
め
、
大
き
な
荷
重
を
負

担
で
き
つ
つ
、
個
々
の
部
材
が
軽
量
で
現

場
に
お
け
る
接
合
・
組
み
立
て
が
容
易
な

こ
と
か
ら
、
ブ
レ
ー
ス
架
構
よ
り
、
さ
ら

に
合
理
的
な
架
構
方
式
と
言
え
ま
す
。 

ト
ラ
ス
を
構
成
す
る
三
角
形
が
同
一

平
面
内
に
あ
る
「
平
面
ト
ラ
ス
」
と
、
一

つ
の
節
点
に
部
材
が
三
次
元
的
に
集
ま

る
「
立
体
ト
ラ
ス
」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

木
造
軸
組
の
場
合
、
筋
交
い
を
設
け
、

三
角
形
を
単
位
形
と
し
た
ト
ラ
ス
に
す

る
こ
と
に
よ
り
構
造
的
に
も
経
済
的
に

も
有
利
な
骨
組
が
構
成
で
き
ま
す
。 

そ
の
他
、
「
ア
ー
チ
架
構
」
と
呼
ば
れ

る
円
弧
状
に
石
積
み
や
レ
ン
ガ
積
み
な

ど
で
築
造
さ
れ
る
架
構
形
式
も
あ
り
ま

す
。
欧
州
な
ど
で
多
く
見
受
け
ら
れ
、
日

本
で
も
古
い
橋
梁
な
ど
現
存
し
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
地
震
大
国
に
は
不

向
き
な
工
法
で
す
。 

 

「
ど
の
架
構
方
式
が
最
も
〝
耐
震
性
が

高
い
？
〟
」
と
問
わ
れ
ま
す
と
、
地
震
発

生
時
の
被
害
は
「
耐
震
性
能
」
ば
か
り
で

な
く
、
「
地
盤
」
の
影
響
を
大
き
く
受
け

ま
す
。
し
た
が
っ
て
架
構
形
式
の
違
い
よ

り
も
、
設
計
者
の
技
術
力
や
判
断
に
加
え
、

余
裕
の
あ
る
設
計
を
行
い
、
そ
れ
を
現
場

に
反
映
す
る
た
め
の
監
理
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

無料電話相談窓口のご案内 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、当会ウェブサイト 

の相談員名簿（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 
 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 
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４
月
６
日
（
土)  

品
川
区
立
総
合
区
民

会
館
『
き
ゅ
り
あ
ん
』
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

１
時
限
目
は
、
当
会
の
織
笠
聡
Ｇ
メ
ン

に
よ
る
「
設
備
配
管(

給
排
水
管
・
給
湯

管)

」
に
つ
い
て
ご
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

環
境
性
、
衛
生
性
、
維
持
管
理
性
、
経

済
性
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
て
配
管
計

画
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
の
説
明
が
あ

り
、
適
切
な
性
能
や
耐
久
性
を
も
つ
配
管

を
選
定
し
た
施
工
方
法
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
事
例
写
真
を
参
考
に
、
欠
陥

事
例
な
ど
も
拝
見
で
き
、
給
水
管
、
排
水

管
、
給
湯
管
、
通
気
管
な
ど
の
設
備
計
画

や
施
工
方
法
を
学
び
ま
し
た
。 

 

２
時
限
目
は
、
当
会
の
大
川
理
事
長
に

よ
る
「
レ
オ
パ
レ
ス
21
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

問
題
を
検
証
す
る
」
に
つ
い
て
ご
講
義
を

頂
き
ま
し
た
。 

 

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
レ
オ
パ
レ

ス
21
が
施
工
し
た
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
件

で
、
大
川
理
事
長
が
マ
ス
コ
ミ
の
要
請
で

取
材
調
査
協
力
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、
こ

の
問
題
の
検
証
結
果
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。 

 

１
８
年
～
２
３
年
が
経
過
し
て
い
る

物
件
も
多
く
、
不
法
行
為
責
任
も
追
及
で

き
な
い
よ
う
な
物
件
も
含
め
、
国
土
交
通

省
は
レ
オ
パ
レ
ス
21
に
対
し
て
、
所
有
者

へ
の
丁
寧
な
説
明
や
、
特
定
行
政
庁
へ
の

報
告
、
改
修
等
の
迅
速
な
実
施
、
原
因
究

明
及
び
再
発
防
止
策
の
報
告
、
相
談
窓
口

の
設
置
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
レ
オ
パ
レ
ス
21
は
不

法
行
為
責
任
も
追
及
で
き
な
い
よ
う
な

物
件
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
よ
う

で
す
。 

 

一
個
人
が
裁
判
で
争
っ
て
も
困
難
を

極
め
ま
す
が
、
国
土
交
通
省
の
求
め
が
あ

っ
た
の
で
、
今
回
の
よ
う
な
対
応
が
さ
れ

た
と
感
心
し
ま
し
た
。 

 

建
物
の
安
全
性
、
居
住
性
（
構
造
強
度
、

防
火
性
、
遮
音
性
等
）
に
か
か
わ
る
も
の

に
つ
い
て
、
既
存
建
物
の
評
価
と
対
策
に

つ
い
て
法
整
備
が
な
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
で
あ
る
と
、
大
川
理
事
長
よ
り
発
表
さ

れ
ま
し
た
。 

 

 

□
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

総
会
の
お
知
ら
せ 

▽
日
程 

２
０
１
９
年
５
月
25
日
（
土
） 

▽
会
場 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

 
 
 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

10
時
30
分
～
12
時 

意
見
交
換
会 

「平
成
を
振
り
返
る
」 

13
時
～
16
時
30
分 

総
会 

17
時
～
19
時 

懇
親
会 

▽
会
場
ア
ク
セ
ス 

JR
／
東
急
大
井
町
線 

大
井
町
駅
前 

※
出
席
者
は
、
正
会
員
に
限
り
ま
す
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

 

も
う
す
ぐ
元
号
が
変
わ
る
。
平
成
の
時

代
を
振
り
返
る
と
、
自
然
災
害
ば
か
り
思

い
浮
か
ぶ
。
雲
仙
の
火
砕
流
、
奥
尻
島
、

阪
神
淡
路
、
新
潟
・
中
越
、
能
登
、
東
日

本
、
熊
本
な
ど
の
震
災
、
各
地
の
豪
雨
災

害
等
々
。
建
築
物
の
構
造
安
全
性
の
確
保

を
生
業
と
す
る
者
と
し
て
心
痛
む
が
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
は
災
害
の
度
に
自
ら
被

災
地
に
赴
き
、
被
災
者
を
前
に
膝
ま
ず
き

寄
り
添
っ
て
お
ら
れ
た
。
あ
の
姿
に
ど
れ

ほ
ど
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
沖

縄
、
広
島
、
長
崎
を
始
め
、
戦
争
の
犠
牲

者
に
も
心
痛
め
て
お
ら
れ
た
。
「
象
徴
天

皇
」
と
い
う
役
目
は
十
二
分
に
務
め
ら
れ

た
と
思
う
。
し
か
し
、
天
皇
の
仕
事
は
メ

デ
ィ
ア
で
目
に
す
る
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
。
総
理
大
臣
の
任
命
、
日
々
数
多
く

の
書
類
に
サ
イ
ン
・
押
印
が
あ
る
。
さ
ら

に
天
皇
は
神
道
（
神
社
）
の
最
高
位
と
い

う
立
場
で
あ
り
、
皇
居
内
の
宮
中
三
殿
の

祭
祀
も
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
ご
高
齢
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
移
動
の
電
車
内
で
立
っ

た
ま
ま
沿
道
の
市
民
に
絶
え
間
な
く
手

を
振
る
姿
を
見
て
改
め
て
頭
が
下
が
る
。

ま
さ
に
「
国
民
統
合
の
象
徴
」
と
言
え
よ

う
。
今
後
「
上
皇
」
と
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

と
も
人
間
ら
し
い
生
活
を
送
っ
て
欲
し

い
と
願
う
。 

天
皇
制
は
世
界
中
で
最
も
長
く
続
く

〝
王
朝
〟
で
あ
る
。
新
天
皇
と
な
る
現
・

皇
太
子
殿
下
も
温
厚
で
真
面
目
な
方
と

お
見
受
け
す
る
。
「
象
徴
天
皇
」
と
し
て

の
姿
が
大
き
く
変
化
す
る
と
は
思
え
な

い
が
、
迎
え
る
「
令
和
」
の
時
代
、
新
た

な
姿
も
楽
し
み
に
し
た
い
。 

（
Ｍ
・
Ｓ
） 

２
０
１
８
年
度 

第
４
回
研
修
会
報
告 

 
文
責 

常
任
理
事 

古
屋
敷 

直
樹 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 


